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具体的にこの教具は， 0"1窃応ボール， 0なぞり板(1 ) ， 
なぞり板 (2)，0長さ比較棒， 0太さ比較柱， 0はめ
絵， 0ひも通し， 0形板と枠板， 0円借ベグボードの教
具と学習シートとで構成されています。
また，知覚運動学習シートは， 0視覚一運動協応 40 
課題， 0国一地知覚 13課題， 0知覚の'1宣常性(類似
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・材ー料 :ノfネル用スチレン板 (B5) 2枚
・作り方:スチレン板に直角二等辺三角形2つの図を拙
き，カッターで切り取る。切り抜いた板ともう 1枚の
筑波大学lii:)"J，'引同が丘特別支援学校研究紀要 第50巻 2014年
スチレン板を貼り合わせる。
③ 学習の仕方
直角二等辺三角形2つを入れる型はめである。分離し
ている図柄(写真19) から，合成している図形(写真
20) ，辺がずれて接している図形(写実21) なとJへと指
導してしミく。
写真20 三角合成
写真21 三角合成いろいろ
自分に対する型はめの置き方や 1つの直角二等辺三角
形の位置を捉えられるような工夫が必要になってくる。
片手で 1つの三角形を揺し情報量を減らすことや指でな
ぞって三角の有りかを見つけ出す等の工夫が効果を上げ
ると考えられる。
① 活用
1年生の図形の学習内容として三角形の合成分Wj:の内
容は，各教科書や学力試験等に扱われている。 PVLの
児童は特に苦手とするところである。何度も繰り返し指
導するとともに，形の弁別をするための手立てを自ら学
び獲得していくことが大切である。
⑤ 応用
直角二等辺三角形2つの合成の型はめであったが，
つの三角形であっても，各]頁点を合わすことができず，
難しい児童もいる。写真22のいろいろな三角形の型はめ
から指導すると良いであろう。また，さらに 3つ， 4つ，
それ以上の型はめやパズ、ルも有効な教材と成ると考えら
写真22 三角形型はめ
写真23 三角形合成パズん
写真24 三角色板パズル
写真25 積み木の合成パズル
111 
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れる。写真23.写真24はその例である。
また，四角形ヤ正三角形等も含めて引き詰めたような
パズ、ルや写真25の立体的な積み木を使った合成パズルも
7j~の合成分解をねらいとした楽しい教材に成ると考えら
れる。
(5 )図形並べ
① ねらい
写真26 並べて覚える!
図形の特徴をとらえながら，指示された位置に並べる。
その各I~形の位置を覚えて，再度構成する学習によって，
祝覚的な記憶能力の向上を図る
② 教真。製作の仕方
-材料 :パネル用スチレン板
-作り方:スチレン板を基本図形やその他の|盟形にカッ
ターで切り取る。
③ 学習の仕方
ア 見本のプリントを示しそれと同様な位置に該当す
る図形を解答プリントに配置させる。
イ しっかり，それぞれの図形の位置を覚えさせる D
ウ 見本と解答用紙上の図形チップを取り除き，時j習を
少しおくム
(時間は見童によって調整するo iすぐにJ.i10秒数え
写真27 図形並べ記i
てJ.i20秒数えて」など徐々に長くしていく。また，
朝食の内容や今iヨの日付ーなどを開くなどの妨害刺激を
入れてみるなどの方法がある。)
エ j~i(:答用紙にチップを並べ再現する。
オ 見本と比べ，合っているか確かめる。
④ 活用
視覚的な記憶能力の向上をめざすものであるが，聴覚
的な記憶能力の活J=I=]等も含め指導を工夫することが望ま
しい。並べるときや確認するとき，党えるときに手や
指で触れながら図形の名前を言うなど聴覚・ f9Ul党を補助
的に使い短期記;1意できるように自分から工夫するように，
指導することが大切である。
⑤ 応用
図形のチッフ。を使ったが，記号カード，絵カード，写
真カード，文字カード，数字カードなどを使うことがで
きる。
写真28 図形触って覚えよう!
また，写真28のように台紙に図形チップを貼り，ブラ
ックボックスや目隠しをして，触察のみで. JI~を把握し
記憶して台紙に並べるようにすることもとても形弁別の
機能向上に有効で、ある。 触覚によって形弁別し記憶す
るということにより，形に対する認知能力が向上し f9u!
党からの記憶も追加され，イメージがしっかりと記憶さ
れるのではないかと考えられる。
